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最後まで頑張り通した持久走大会！
１１月７日（水）、雨天のため一日

延期した持久走大会を実施しました。

子どもたちは、この大会に向けて、運

動会終了直後から２０分休み等を使い、

一人一人の目標に向かって練習に取り

組んできました。開会式で、「最後ま

で頑張り通すこと」「丈夫な体を作る

こと」「自分なりに工夫して走ること」 ＜祝 ６連覇達成 大野くん 高沢さん＞

について話しました。どの学年の子どもたちもスタートラインには半袖・短パンで並び、元気に

スタートしていきました。今年度の大会では、６年生の大野陸くんと高沢こころさんが６連覇（１

年生から６年連続１位）の快挙を達成しました。おめでとうございます。

また、大会を開くに当たり、交通指導員さん、ＰＴＡ役員の皆様には、安全安心のためにコー

スに立ち、子どもたちを見守っていただきました。また、多くの保護者の皆様に大きな声援をい

ただきました。お陰様で、子どもたちは、個々の目標に向かい、最後まで粘り強く、走りきるこ

とができました。今後、この頑張りを様々な学習や生活の場面で、発揮していってほしいと願っ

ています。

児童集会で保健委員会の歯科講話クイズ！
１１月７日（水）の朝行事では、１１月８日の「いい歯の日」に

ちなんで、保健委員会を中心に歯科講話を行いました。今年は、歯

にまつわるクイズを中心に行いました。「歯は鉄よりも固いか？」「永

久歯は何本か？」「歯はあごの骨に埋まっているか？」「むし歯はな

りやすい人となりにくい人がいるか？」という歯の本来の性質等の

問題から、「六小の児童のむし歯のある人の数」「治療の終わってい

ない人の数」「歯の治療が完了したクラス数」という本校にまつわ

るクイズまで、保健委員会の児童のアイディアがたくさんちりばめ ＜歯にまつわるクイズ！＞

られ、１年生にも分かりやすい内容になりました。

また、今回も本校の歯科校医である岩﨑先生にゲスト出演していただきました。要所要所で解

説を加えていただきました。本校の歯科校医が、分かりやすくむし歯予防のポイントを説明する

ことで、子どもたちも楽しくむし歯予防について学ぶ機会になったようです。

６年生が薬物乱用防止教室と租税教室を実施しました！
１０月２４日（水）、講師に館林警察署生

活安全課の高野さんをお招きして、薬物乱

用防止教室を実施しました。薬物乱用問題

は全世界的な広がりを見せ、人間の生命は

もとより、社会や国の安全・安定を脅かす

など、人類が抱える最も深刻な社会問題の

一つとなっています。六小でも６年生を対

象に薬物の危険性等についてビデオ視聴や講 ＜薬物乱用防止教室＞ ＜租税教室＞

話から学びました。

また、１０月２６日（金）、浅見友恵税理士さんをお招きして、租税教室を行いました。税金

についてのいろいろなお話を伺うことができました。税金の必要についてのアニメ「マリンとヤ

マト」を見せていただき、税についての基本的な知識を知ることができました。今後、社会科で

も学習していきます。



３年生がきゅうり農家見学に行って来ました！
１０月２９日（月）、３年生が社会科「農家のしごとのくふう」

の一環で、きゅうり農家の見学に行ってきました。徒歩５０分、

苗木町の栗原さんのビニルハウスです。児童は、ハウスいっぱい

に大きく育っているきゅうりにとても驚いていました。ハウスの

中を自由に見学させていただいたり、栗原さんやＪＡの方にいろ

いろ質問させていただいたりしました。きゅうり作りやビニルハ

ウスの工夫をたくさん見つけることができました。朝採りのきゅ

うりをお土産いただき、みんな大喜びでした。

＜きゅうり農家見学！＞

５年生が福祉体験（車椅子体験・高齢者疑似体験）！
１０月３１日（水）、５年生が総合

的な学習の時間「みんなでつくろう住

みよい町」の一環で、高齢者疑似体験

と車椅子体験を行いました。お年寄り

や車椅子の方の立場になり、どんなこ

とが大変なのかを体験しました。また、

相手のことを考えながら介助する体験

をしました。子どもたちは、高齢者疑 ＜車椅子体験＞ ＜高齢者疑似体験＞

似体験では、「体がとても重く、自由がきかなかった。」「視界が狭かったので、周りがよく見え

なかった。」「階段を降りる時、介助の人が助けてくれたので、とてもありがたかった。」などの

感想をもちました。また、車椅子体験では、「普段は気にならない段差でも、車椅子だととても

こわかった。」「スロープのようなゆるい坂でも、自力で登るにはとても力が必要だった。」「乗っ

ている人にこわい思いをさせないように、慎重に補助するよう心がけた。」等の感想をもちまし

た。

これらの体験の中から、子どもたちは、「学んだことを家や街中で生かしていきたい。」「お年

寄りや体の不自由な人がいたら、『何かお手伝いできることはありますか？』と聞きたい。」等の

気づきや考えをもちました。ねらいに迫る体験ができたと考えます。

原美梨花さん「食の現場リポート」で県優秀賞獲得！
夏休みに、県が募集した「食の現場」親子リポーターに応募した５年生の原美梨花さんが、「山

野オーチャート鎌塚ぶどう園」を取材し「レインカット方式」で栽培していることを中心にまと

めたリポートが見事、県で５年生の部で優秀賞に輝きました。作品は紙面の都合上、ここには載

せられませんが、県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/05/by01_00158.html）に掲載している
ので、ご覧ください。

５０のルール［2７］ 心をこめて掃除しょう
自分たちがいつも使っている教室やトイレなどを、感謝の気持ちを込めてきれいに掃除すること

は、大切なことです。

きれいな教室やトイレを使えば、毎日を気持ちよく過ごすことができます。

５０のルール［28］ 信号は必ず守ろう
信号を無視するととても危険です。青になってもすぐ渡らず、ちゃんと左右を確認してから渡りまし

ょう。赤のときは渡らないで必ず待ちましょう。点滅のときは無理に渡らず、また青になるまで待ちまし

ょう。

５０のルール［29］ 自転車の正しい乗り方を身に付けよう
自転車に乗るときは、自分の命を守るため、ヘルメットをかぶりましょう。

道路では、一列になって左側を走りましょう。二人乗りはバランスを崩して事故に遭いやすいので

やめましょう。暗くなったら、ライトを点けましょう。点けないと車から見えにくく、ひかれてしまうおそれ

があります。

雨のときは、傘をささないで、カッパを着ましょう。


